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明治36年から西郡産馬組合が木造町の松
原で馬のせりを行うようになったのが始
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〇
〇

神 久三さんが作業所でさまざまな趣味に挑戦しています。

菊づくりにも一生懸命です。神 久三さんの家族三人暮らしで幸一杯。
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長
寿
な
生
活
調
査
・
発
信
事
業
と
は
「
短
命
県
と
称
さ
れ
る

本
県
に
お
け
る
長
寿
者（
１
０
０
歳
以
上
高
齢
者
等
）の
生
活
習

慣
・
生
活
ス
タ
イ
ル
等
を
調
査
・
収
集
し
、広
く
県
民
に
紹
介
・

広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
健
康
意
識
の
向
上
に
役
立
て

る
。ま
た
、
調
査
活
動
等
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
社
会
活
動
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
図
る
。」
と
い
う
目
的
の
下
に
青
森
県
長
寿
社

会
振
興
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。長
寿
者
へ
の
取

材
活
動
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
発
信
等
中
核
的
役
割
を
果
た
す
「
地

域
通
信
員
（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
）」
を
養
成
す
る
研
修
会
が
、
弘

前
、青
森
に
続
き
、平
成
28
年
８
月
25
日（
木
）〜
26
日（
金
）下
北

文
化
会
館（
む
つ
市
）、
平
成
28
年
９
月
15
日（
木
）〜
16
日（
金
）

八
戸
市
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
北
会
場
、
八
戸
会
場
と
も
に
、
１
日
目
に
は
、
青
森
県
長
寿

社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
佐
々
木
所
長
か
ら
「
青
森
県
の
福
祉
の
現

状
と
課
題
点
」、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い

る
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
地
域
活
動
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
下
北
会
場
で
は
り
ん
ど
う
の
会
川
畑
智
子
会
長
、菊
池

三
十
義
事
務
局
長
、
八
戸
会
場
で
は
あ
す
な
ろ
友
の
会
上
十
三

支
部
武
田
茂
支
部
長
）。 

そ
の
後
、
青
森
県
防
災
士
会
小
山
内
敬

子
代
表
理
事
か
ら「
シ
ニ
ア
の
力
が
今
必
要
！
」の
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。２
日
目
は
東
奥
印
刷
株
式
会
社
中
門
清
司
代
表
取
締

役
社
長
か
ら「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
コ
ツ
」の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
皆
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
受
講
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
で
平
成
28
年
度
地
域
通
信
員
養
成
研
修
会
は
終
了
と
な

り
ま
す
。ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
方
は
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

来
年
１
月
以
降
に
今
回
認
定
さ
れ
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
の
た
め

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
予
定
で
す
。

　
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
、
元
気
な
長
寿
な
方
の
取
材

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。身
近
に
こ
ん
な
元
気
な
方
が
い
る
！
と

い
う
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

下北会場 八戸会場 平
成
28
年
度
長
寿
な
生
活
調
査
・
発
信
事
業

地
域
通
信
員
養
成
研
修
会
終
了

地
域
通
信
員
養
成
研
修
会
終
了
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平
成
28
年
９
月
11
日（
日
）、
第
18
回
あ
お
も
り
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
総
合
開
会
式
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ（
青
森
市
）で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
開
会
式
で
は
青
山
副
知
事
の
挨
拶
に
続
き
、
青
森
県
内
の
１
０
０

歳
到
達
者
（
本
年
度
中
に
１
０
０
歳
に
達
す
る
方
）
２
８
５
人
を
顕
彰
し

ま
し
た
。代
表
と
し
て
五
所
川
原
市
の
宮
崎
み
わ
さ
ん
、七
戸
町
の
盛
田
稔

さ
ん
、六
戸
町
の
赤
石
モ
ト
さ
ん
が
受
賞
。次
に
夫
婦
共
に
88
歳
到
達
者
５

１
８
組
を
代
表
し
て
平
川
市
の
田
邊
幸
助
さ
ん
・
節
子
さ
ん
、
三
戸
町
の

松
原
義
人
さ
ん
・
イ
ト
さ
ん
の
２
組
の
ご
夫
婦
、
更
に
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

功
労
者
を
代
表
し
て
榊
敏
晴
さ
ん
（
八
戸
市
）、
米
谷
隆
子
さ
ん
（
つ
が
る

市
）に
顕
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！
」と
題
し
て
、津
軽
鉄
道
株

式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
・
澤
田
長
二
郎
氏
が
、鈴
虫
列
車
、ス
ト
ー
ブ

列
車
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
例
に
あ
げ
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、幼
稚
園
児
、よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
、シ
ニ
ア
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、展
示
・
体
験
の
ブ
ー
ス
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
18
回 

あ
お
も
り
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
総
合
開
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　文
化
イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
功
労
者（
個
人
）

88
歳
到
達
夫
婦

１
０
０
歳
到
達
者

顕
彰
の
内
容

平
成
28
年

　知
事
顕
彰
者（
代
表
）

米
谷
隆
子
さ
ん（
つ
が
る
市
・
ス
ポ
ー
ツ
）

榊
敏
晴
さ
ん（
八
戸
市
・
ス
ポ
ー
ツ
）

松
原
義
人
さ
ん
・
イ
ト
さ
ん（
三
戸
町
）

田
邊
幸
助
さ
ん
・
節
子
さ
ん（
平
川
市
）

赤
石
モ
ト
さ
ん（
六
戸
町
）

盛
田
稔
さ
ん（
七
戸
町
）

宮
崎
み
わ
さ
ん（
五
所
川
原
市
）

受

　彰

　者

「ピンチをチャンスに！」
津軽鉄道株式会社　澤田長二郎代表取締役社長
「ピンチをチャンスに！」
津軽鉄道株式会社　澤田長二郎代表取締役社長 青山副知事より顕彰状の贈呈青山副知事より顕彰状の贈呈

明の星幼稚園によるステージアトラクション明の星幼稚園によるステージアトラクション 舞鼓童によるステージアトラクション舞鼓童によるステージアトラクション

わたあめコーナーもありましたわたあめコーナーもありました 展示コーナーもたくさん！展示コーナーもたくさん！
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健
康
体
操
で
さ
わ
や
か
な
汗

　
中
央
健
康
体
操
ク
ラ
ブ（
青
森
市
）

　ク
ラ
ブ
の
な
り
た
ち
は
、
24
年
前
に
青
森
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
寿
大
学
の

学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
体
操
」

だ
っ
た
が
、
現
在
は
広
く
シ
ニ
ア
層
が
参
加
出
来
る
。

　会
員
数
は
46
名
で
、
う

ち
男
性
は
２
名
、
会
長
の

徳
差
修
さ
ん
（
84
歳
）
は

「
班
を
つ
く
り
役
割
分
担

し
て
力
を
合
わ
せ
て
い

る
」
と
若
々
し
い
表
情
で

話
さ
れ
た
。
会
場
は
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー
内
、
毎
月

第
１
・
２
・
４
水
曜
日
午

後
１
時
か
ら
２
時
45
分
ま

で
行
っ
て
い
る
。
講
師
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
秋
元

愛
子
さ
ん（
75
歳
）
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
む
。

　始
め
は
、
ゆ
る
や
か
な

ス
ト
レ
ッ
チ
後
、
軽
快
な

音
楽
に
合
わ
せ
自
由
に
歩
き
な
が
ら
、
講
師
か
ら
指
示
さ
れ
る
人
数
で
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
る
。
は
ず
れ
た
人
は
自
己
紹
介
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
も
、
皆
さ
ん
軽
や
か
に
胸
を
張
り
、
背
筋
も
ピ
ー
ン
と
伸
ば
し
て
姿
勢
が
良

い
。
７
人
位
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
ら
、
腰
を
下
ろ
し
て
手
を
つ
な
ぎ
腹
筋
を
使
っ

て
花
の
咲
く
様
子
を
見
事
に
表
現
し
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　休
憩
後
の
レ
ク
ダ
ン
ス
〝
ね
ぶ
た
〞〝
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ア
ワ
ー
〞
は
一
緒
に
踊

り
た
く
な
る
ほ
ど
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
最
後
は
整
理
体
操
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
皆
さ
ん
の
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
印
象
に
残
っ
た
。

〈
会
員
の
方
か
ら
〉

　
　最
近
入
会
し
た
が
、
仲
間
達
の
や
さ
し
い
声
が
け
と
講
師
の
気
遣
い
で
気

後
れ
せ
ず
参
加
し
て
い
る
。
も
っ
と
多
く
の
人
、
特
に
男
性
に
も
参
加
の
後

押
し
が
あ
れ
ば
、
介
護
予
防
や
医
療
費
の
軽
減
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

〈
講
師
か
ら
〉

　
　ま
ず
は
体
験
し
て
み
て
ほ
し
い
。
続
け
て
い
る
中
に
身
体
の
動
き
は
よ
く

な
り
、体
力
、知
力
に
つ
な
が
る
。

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

　
《
お
問
合
せ
先
》

　青
森
市
筒
井
２―

７―

20

　
　電

　話

　
　
　
　０
１
７
（
７
３
８
）
０
１
２
０

　徳
差

　修

（
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　鹿
内
文
子
）

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
！

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ネ
ッ
ト
弘
前（
弘
前
市
）

　も
っ
と
気
軽
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
、
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰

で
も
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
〝
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〞を
目
指
し
て
結
成

さ
れ
た
の
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ネ
ッ
ト
弘
前
」
だ
。
そ
こ
で
は
「
高
齢
者
健

康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」
も
行
っ
て
い
る
。

　そ
の
理
事
長
は
、
若
く
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
鹿
内
葵（
あ
お
い
）さ
ん（
36

歳
）。
柔
和
な
顔
で
接
し
て
い
る
が
フ
ァ
イ
ト
満
々
の
情
熱
家
で
も
あ
る
。
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　油
絵
な
ど
絵
画
は
意
の
ま
ま
に
描

け
る
の
で
楽
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
あ
ま
り
神
経
を
つ
か
わ

な
い
で
筆
を
動
か
す
こ
と
が
良
い
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
菅
本
講
師
は
、

色
彩
を
考
え
て
表
現
す
る
こ
と
は
脳

の
活
動
に
大
変
よ
い
と
い
う
。
即
ち

自
然
と
思
考
力
が
活
性
化
し
、認
知

症
防
止
に
良
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　絵
画
を
描
く
時
に
は
緊
張
も
あ
る

が
、時
に
は
心
な
ご
や
か
に
語
り
合

い
、気
軽
に
自
由
に
描
く
こ
と
が
精

神
的
に
大
変
良
く
、初
心
者
で
も
楽

し
く
上
手
に
描
け
る
と
の
こ
と
。

　参
加
者
の
94
歳
の
男
性
は
、
家
に

居
る
だ
け
で
は
良
く
な
い
と
の
こ
と

「
認
知
症
予
防
」の
油
絵
教
室

　
絵
画
教
室
（
野
辺
地
町
）

講師の菅本芳三さん▶

で
、
認
知
症
防
止
の
為
、
絵
画
の
指
導
を
受
け
、
今
で
も
普
通
の
生
活
を
し
て

い
る
。
絵
画
は
、
認
知
症
防
止
の
為
に
も
有
用
で
あ
る
。

　現
在
の
会
員
は
60
代
か
ら
70
代
が
多
く
、
80
代
は
１
名
。
皆
健
康
な
方
で
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
時
は
ま
さ
に
静
か
、
時
に
は
大
爆
笑
の
時
も
あ
る
。

実
に
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
る
。

　青
森
か
ら
１
名
、
七
戸
か
ら
１
名
、
遠
路
参
加
の
人
も
お
り
、
年
数
回
の
油

絵
展
に
出
品
の
時
は
真
剣
そ
の
も
の
、
で
も
各
自
気
軽
に
時
間
を
使
い
、
良
く

色
彩
を
考
え
完
成
さ
せ
る
。
こ
れ
も
温
厚
な
講
師
の
温
和
な
指
導
の
お
か
げ
で

も
あ
ろ
う
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
《
お
問
合
せ
先
》

　代

　
　表

　
　菅
本

　芳
三

　電

　
　話

　
　０
１
７
５
（
６
４
）
０
６
２
７

　場

　
　所

　
　野
辺
地
町
公
民
館

　開
催
日
時

　
　月
４
回
（
土
・
日
の
い
ず
れ
か
）

　９
時
30
分
〜
16
時

（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　瀬
川
万
喜
太
）

　ス
ポ
ネ
ッ
ト
結
成
動
機
は
、
弘
前
市
で
大
学
卒
業
後
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
指
導
を
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。「
子
ど
も
達
が
、
楽
し
く
自
分
が
や
り

た
い
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
な
い
こ
と
」
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。「
も
っ
と
楽
し

く
、
自
由
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境
を
作
ろ
う
！
」
と
、
立
ち
上
げ
た

の
が
〝
ス
ポ
ネ
ッ
ト
弘
前
〞
、
平
成
17
年
に
結
成
さ
れ
た
。
結
成
後
10
年
を
経
た

今
で
は
、
会
員
数
が
約
６
０
０
人
。
東
北
で
は
異
色
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　今
年
の
５
月
、
第
４
回
弘
前
城
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
参
加
２
５
０
チ
ー

ム
。
弘
前
公
園
一
周
２
キ
ロ
コ
ー
ス
を
走
る
。
家
族
、
職
場
の
仲
間
、
シ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
世
代
が
参

加
し
た
。
公
園
北
門
そ
ば
の
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
グ
ラ
ン
ド
内
に
テ
ン
ト
村
が

で
き
て
、
応
援
団
を
加
え
て
２
０
０
０
人
近

い
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
《
お
問
合
せ
先
》

　

　
理
事
長

　
　鹿
内

　葵

　場

　所

　
　弘
前
市
大
字
駅
前
９―

20

　

　
　
　
　
　
　ヒ
ロ
ロ
５
階

　電

　話

　
　０
１
７
２
（
３
２
）
６
５
２
３

　
　（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー　本

間
操
）

「弘前城リレーマラソン」参加者
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　ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
数
メ
ー

ト
ル
先
に
あ
る
的
を
め
が
け
、

長
さ
１
２
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
筒
に
息
を
吹
き
込
み
矢

を
放
ち
、
的
に
当
た
っ
た
矢

の
得
点
を
競
う
競
技
で
す
。

青
森
県
に
は
、
青
森
、
八
戸
、

十
和
田
、
藤
崎
、
南
部
町
に

愛
好
会
が
あ
り
、
10
月
に
は
、

全
国
大
会
出
場
の
選
抜
を
兼
ね
た
大
会
も
あ
り
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
腹
式
呼
吸
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
吹

矢
式
呼
吸
法
に
よ
る
抜
群
の
健
康
効
果
で
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
も
効
果
が
あ

り
、
ま
た
矢
を
20
本
吹
く
と
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
同
じ
運
動
量
と
の

研
究
成
果
も
あ
り
、
近
年
人
気
を
高
め
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　２
年
前
に
愛
好
者
が
集
ま
っ
て
で
き
た
「
青
森
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
愛
好
会
」
は
、
現
在

23
名
の
会
員
が
、
毎
週
１
回
青
森
市
民
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
吹
矢

を
始
め
て
２
年
目
の
86
歳
の
ご
婦
人
は
、
人
に
は
分
か
ら
な
い
尿
も
れ
が
改
善
さ
れ
た

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
脳

塞
後
遺
症
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
と
車
椅
子
で
参
加

さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
健
康
な
人
も
障
が
い
の
あ
る
人
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
最
高
顧
問
の
聖
路
加
病
院
理
事
長
の
日
野
原

重
明
先
生
も
日
頃
こ
の
腹
式
呼
吸
を
実
践
さ
れ
て
い
て
、
沢
山
の
人
に
薦
め
て
広
め
た

い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
会
代
表
の
長
井
博
美
さ
ん
も
興
味
の
あ
る
方
は
い
つ
で

も
ど
う
ぞ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　代

　表

　
　長
井

　博
美

　電

　話

　
　０
１
７
（
７
６
６
）
８
５
５
８

　練

　習

　
　青
森
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　毎
週
木
曜
日

　10
時
〜
12
時

　入
会
金

　
　１
０
０
０
円

　会

　費

　
　年
３
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
委
員

　佐
々
木
克
子
）

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
で
健
康
増
進 

青
森
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
愛
好
会（
青
森
市
）
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　む
つ
市
に
お
け
る
最
古
参
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
む
つ
の

会
」。

設
立
40
周
年
を
迎
え
た
同
会
代
表
・
中
村
つ
や
子
様
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―

団
体
発
足
40
年
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が―

―

「
昭
和
50
年
３
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
修
了
生
50
数
名
で
会
を
立
ち
上
げ

た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
、
早
い
も
の
で
去
年
、
節
目
の
40
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

―
―

ひ
と
口
に
40
年
と
言
い
ま
す
が
、さ
ぞ
か
し
ご
苦
労
さ
れ
た
の
で
は
？―

―

「
私
は
四
代
目
に
な
り
ま
す
が
、
歴
代
会
長
が
盤
石
な
基
盤
を
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
日
頃
は
会
員
の
皆
が
と
て
も
良
く
支
え
て
く
れ
て
助
か
っ
て
お
り

ま
す
。
初
代
会
長
は
じ
め
歴
代
会
長
の
頃
に
は
、『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
と
い
う
概

共
に
喜
び
、共
に
泣
き
、共
に
学
ん
で
40
年

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
む
つ
の
会（
む
つ
市
）

H28.6.19
尻屋崎にて▶

H28.9.1　ジオサイト「仏ヶ浦」探訪

念
や
文
化
が
日
本
に
根
付
い
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
随
分
苦
労
さ
れ
た
よ
う

で
す
」

―
―

日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い―

―

「
高
齢
者
施
設
の
慰
問
活
動（
喫
茶「
い
ろ
は
」開
設
）が
主
な
活
動
で
す
が
、社

会
福
祉
協
議
会
は
じ
め
障
が
い
者
関
係
団
体
の
事
業
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し

て
お
り
ま
す
」

―
―

40
年
の
長
き
に
わ
た
り
会
を
存
続
で
き
た
秘
訣
っ
て
何
で
し
ょ
う―

―

「
先
輩
諸
姉
の
ゆ
る
ぎ
な
い
使
命
感
と
情
熱
が
あ
っ
て
こ
そ
の
40
年
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。加
え
て
こ
の
会
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
仲
が
良
く
、そ
れ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

だ
、お
花
見
だ
、新
年
会
だ
と
、会
員
の
親
睦
会
が
盛
ん
な
ん
で
す
よ
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
す
る
け
ど
自
分
達
も
楽
し
む
と
い
う
、バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
が
40
年
存
続
の

秘
訣
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
ぇ
」

―
―

会
の
理
念
や
信
条
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い―

―

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源
は
、
ラ
テ
ン
語
の
『
ボ
ラ
ン
タ
スvoluntas

（
自
由
意

志
）』
だ
と
聞
い
て
お
り
、
会
員
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
『
無
理
を
せ
ず
・
細
く

長
く
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
や
障
害
者
の
支
援
活
動
と
い

う
の
は
、
持
続
的
か
つ
継
続
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、『
無
理

を
せ
ず
・
細
く
長
く
』
が
と
て
も
重
要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

　色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
競
う
公
園
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
の
取
材

で
し
た
が
、
中
村
会
長
さ
ん
の
お
言
葉
に
は
先
輩
諸
姉
に
対
す
る
感
謝
と
敬

意
、
会
員
に
対
す
る
愛
情
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
コ
ス
モ
ス
の
花
に
も
劣

ら
ぬ
清
廉
さ
と
高
潔
さ
を
感
じ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
会
が
40
年
も
続
い

て
い
る
理
由
も
ま
た
、
ふ
っ
と
分
か
っ
た
よ
う
な
気
の
す
る
取
材
で
し
た
。

　《
お
問
合
せ
先
》

　代

　表

　
　中
村

　つ
や
子
（
82
歳
）

　事
務
局

　
　〒
０
３
５―

０
０
７
７

　む
つ
市
山
田
町
29―

40

　会

　員

　
　一
般 

16
名 

＋ 

賛
助 

16
名

　顕
彰
歴

　
　厚
生
大
臣
表
彰
・
青
森
県
知
事
表
彰
・
む
つ
市
社
協
感
謝
状

　他
多
数

　

（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　菊
池
三
十
義
）
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生きがい見つけた

　玉
代
、
勝
世
姫
伝
説
が
あ
る
小
川
原
湖
に
、
静
然
と
湖
久
焼
が
湖
の
宝
物

の
如
く
人
々
に
愛
さ
れ
広
地
域
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　湖
久
焼
、
ま
さ
に
陶
工
畑
野
謙
一
さ
ん
の
技
量
一
つ
で
あ
る
。
陶
器
を
作

る
窯
元
は
小
川
原
湖
の
近
く
で
、
考
案
し
た
陶
芸
は
、
小
川
原
湖
産
の
シ
ジ

ミ
の
貝
殻
を
混
ぜ
た
釉
薬
を
使
っ
て
つ
や
を
出
し
輝
い
て
い
る
芸
術
品
で
あ

る
。
茶
碗
や
湯
飲
み
、
大
小
日
常
の
器
の
数
々
は
町
の
特
産
品
と
な
っ
て
い

る
。　特

に
「
宝
湖
わ
ん
こ
丼
」
は
、
小
川
原
湖
を
わ
ん
こ
丼
の
器
で
表
現
し
、

器
の
外
側
は
シ
ジ
ミ
貝
を
、
中
の
ブ
ル
ー
は
湖
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
ま

さ
に
湖
久
焼
は
宝
湖
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
青
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
人
々
の

心
の
中
に
深
く
認
識
さ
れ
、
日
一
日
と
名
産
品
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　陶
工
・
畑
野
さ
ん
は
大
鰐
町
出
身
で
、
弘
前
の
蒔
苗
忠
次
郎
氏
に
４
年
間
、

そ
の
後
沖
縄
で
人
間
国
宝
の
金
城
次
郎
氏
に
７
年
間
つ
い
て
修
業
を
積
ん

だ
。
以
来
陶
芸
の
道
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

　そ
の
後
、
昭
和
36
年
に
小
川
原
湖
畔
に
築
窯
し
湖
久
焼
の
作
陶
を
始
め

た
。
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、
シ
ジ
ミ
貝
利
用
の
造
法
で
す
ば
ら
し
い
陶
器

を
作
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
巧
み
な
技
法
の
作
品
は
小
川
原
湖
周
辺
と
と
も

に
上
十
三
全
域
に
広
ま
り
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　夫
人
の
史
江
さ
ん
は
青
森
市
出
身
の
書
家
で
あ
り
、
陶
芸
の
絵
柄
や
文
字

記
入
に
は
総
て
手
を
施
し
て
、
ご
主
人
の
片
腕
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。

　ま
さ
に
畑
野
氏
は
小
川
原
湖
の
知
名
度
を
高
め
る
貢
献
を
し
て
お
り
、
生

活
に
潤
い
を
与
え
る
陶
芸
品
、
器
づ
く
り
に
多
大
な
努
力
を
し
地
元
を
愛

し
、
そ
の
製
作
姿
勢
が
住
民
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　瀬
川
万
喜
太
）

畑
野
謙
一
さ
ん
（
東
北
町
・
65
歳
）

〝

　
　
　
　
〞
小
川
原
湖
に
輝
き
を

真提供／グラフ青森

写
真
提
供
／
グ
ラ
フ
青
森
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模
型
づ
く
り
は
自
分
づ
く
り
？

葛
西
勝
儀
さ
ん
（
板
柳
町
・
68
歳
）

　板
柳
町
飯
田
の
建
築
家
・
葛
西
勝
儀
さ
ん
（
68
）
は
、
青
森
ヒ
バ
材
を
使
っ
て
、
県
を

代
表
す
る
歴
史
的
な
ル
ネ
サ
ン
ス
木
造
建
物
の
「
青
森
営
林
局
舎
」（
青
森
市
）、さ
ら
に
明

治
35
年
に
建
築
さ
れ
た
鹿
鳴
館
時
代
の
和
洋
折
衷
形
式
の
国
指
定
名
勝
「
盛
美
館
」（
平

川
市
）
な
ど
「
ミ
ニ
模
型
づ
く
り
名
人
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　今
日
ま
で
、
旧
弘
前
市
立
図
書
館
の
他
、
板
柳
町
役
場
近
く
に
あ
っ
た
旧
板
柳
警
察

署
、
そ
し
て
東
京
順
天
堂
病
院
を
モ
デ
ル
に
し
た
旧
尾
上
村
の
三
浦
医
院
な
ど
、
10
棟
以

上
の
模
型
を
製
作
。
今
で
は
板
柳
町
郷
土
資
料
館
で
、
小
学
生
対
象
の
模
型
教
室
の
講
師

と
し
て
指
導
に
あ
た
る
。
板
柳
町
で
は
〝
模
型
の
葛
西
名
人
〞
、
著
名
な
大
工
さ
ん
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

　実
は
葛
西
さ
ん
は
、
今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
の
１
９
８
８
年
６
月
、「
株
式
会
社
東
急
ハ
ン

ズ
社
」
に
よ
り
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
「
第
５
回
全
国
ハ
ン
ズ
大
賞
受
賞
者
」
で
も
あ
る
。

　「
手
で
考
え
よ
う

　手
で
見
つ
け
よ
う

　手
で
創
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
同
賞
は
、

人
間
の
〝
手
〞
の
無
限
の
可
能
性
か
ら
、
葛
西
さ
ん
の
作
品
（
３
点
）
は
「
感
性
の
豊
か

さ
と
、
ハ
ン
ズ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
」
が
高
く
評
価
さ
れ
て
大
賞
に
。

　葛
西
さ
ん
は
現
在
、
建
築
家
の
道
を
歩
ん
で
い
る
が
、
父
は
根
曲
が
り
竹
の
「
カ
ゴ
作

り
」
の
名
人
だ
っ
た
。
そ
の
血
筋
を
引
い
て
い
る
の
か
、
少
年
時
代
は
東
京
・
山
形
県
で

修
業
し
、
今
で
は
独
力
で
ミ
ニ
建
築
物
の
再
現
に
情
熱
を
燃
や
し
「
手
づ
く
り
作
品
は
自

分
の
分
身
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　若
い
時
は
、
四
畳
半
の
居
間
で
親
子
団
ら
ん
を
楽
し
ん
だ
が
「
古
い
洋
風
の
建
築
物
に

は
、
ど
こ
と
な
く
優
雅
で
気
品
が
あ
り
、
古
く
て
良
い
物
は
残
し
た
い
も
の
で
す
」
と
感

慨
深
そ
う
。

　仕
事
の
合
間
、
休
み
の
日
に
は
晩
酌
を
や
り
な
が
ら
愛
妻
洋
子
さ
ん
と
30
代
の
若
き

日
、
苦
し
い
時
代
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
手
が
け
た
約
10
点
ば
か
り
の
ミ
ニ
作
品
を
見
て

「
自
分
の
分
身
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
語
っ
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

（
編
集
委
員
・
シ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー

　本
間

　操
）

〝ミニ模型づくり名人” の葛西さんと、その模型作品
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　タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、
昭
和
44
年
に
、
狭
い

場
所
で
も
ゴ
ル
フ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
か
ら

埼
玉
県
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
を
ミ
ニ
化
し
た
競
技

で
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
も
ち
ろ
ん
初
心
者
で
も
ゴ
ル
フ
の
楽

し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　ル
ー
ル
と
し
て
は
、
①
打
順
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
ど
で
決

め
、
ス
タ
ー
ト
の
第
１
打
ス
イ
ン
グ
マ
ッ
ト
の
テ
ィ
ー

ア
ッ
プ
か
ら
始
め
ま
す
。
②
第
２
打
以
降
、
ホ
ー
ル
か
ら

最
も
遠
い
ボ
ー
ル
の
人
か
ら
プ
レ
ー
し
、
等
距
離
の
場
合

は
く
じ
引
き
な
ど
で
決
め
ま
す
。
な
お
こ
の
と
き
、
拾
い

上
げ
た
シ
ャ
ト
ル
ボ
ー
ル
は
、
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
内
で
ホ
ー
ル
に
近
寄
ら
な
い
方
向
の
別
の
地
点
に
お
い

て
打
っ
て
も
い
い
で
す
。
ま
た
羽
根
の
向
き
を
変
え
て
プ

レ
ー
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　③
２
ホ
ー
ル
目
以
降
の
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
は
前
の
ホ
ー

ル
で
ス
コ
ア
の
最
も
少
な
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
か
ら
始
め
ま

す
。
同
じ
ス
コ
ア
の
場
合
は
、
前
の
ホ
ー
ル
テ
ィ
ー

シ
ョ
ッ
ト
の
順
番
に
従
い
ま
す
。
④
全
ホ
ー
ル
の
プ
レ
ー

を
し
て
い
き
、
18
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
の
少
な
い
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ス
ペ
ー
ス
に
応
じ

て
何
ホ
ー
ル
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
の
幅
、

３
〜
６
メ
ー
ト
ル
を
原
則
と
し
ま
す
。
⑤
な
お
、
ボ
ー
ル

の
識
別
や
、
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
妨
害
と
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
ボ
ー
ル
を
拾
い
上
げ
る
と
き
に
は
、
マ
ー

カ
ー
を
置
い
て
か
ら
行
い
ま
す
。

浪岡地区Ｔ・Ｂ協会
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　浪
岡
地
区
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
は
平
成
13
年
１
月
、
本

競
技
の
普
及
振
興
と
地
区
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

　そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
毎
週
２
回
の
練
習
日
を
設
定
し
、
技
術

の
向
上
は
勿
論
、
会
員
の
親
睦
交
流
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
会
員

競
技
技
術
や
競
技
力
を
確
認
す
る
意
味
合
い
を
込
め
、
月
１
回
の
大
会

を
実
施
し
て
い
る
。
本
会
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
夏
場
は
、
浪
岡

総
合
公
園
多
目
的
広
場
、
冬
場
は
浪
岡
中
央
公
民
館
屋
内
運
動
場
（
土

間
）
を
利
用
し
て
い
る
。
青
森
県
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会

に
加
盟
し
て
い
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
他
協
会
の
会
員
と
の
交
流
練
習
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　会
員
数
は
男
性
22
名
、
女
性
６
名
の
28
名
。
最
高
年
齢
者
は
男
性
84

歳
、
女
性
79
歳
で
、
元
気
に
プ
レ
ー
に
興
じ
て
い
る
。

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
競
技
は
、
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
約
90

メ
ー
ト
ル
）・
ミ
ド
ル
ホ
ー
ル
（
約
60
〜
70
メ
ー
ト
ル
）・
シ
ョ
ー
ト

ホ
ー
ル
（
約
35
メ
ー
ト
ル
）
の
合
計
９
ホ
ー
ル×

２
の
18
ホ
ー
ル
。

パ
ー
72
打
を
基
本
打
数
と
し
て
い
る
。
こ
の
競
技
は
、
ホ
ー
ル
（
傘
を

逆
さ
に
し
た
よ
う
な
も
の
）
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
の
に
特
に
技
術
を
要

す
る
奥
深
い
競
技
で
あ
る
。

《
問
合
せ
先
》

　会

　長

　
　倉
田

　忠
男

　電

　話

　
　０
１
７
２
（
６
２
）
３
５
５
６

　練

　習

　
　毎
週
火
曜
日
・
土
曜
日
（
原
則
）

　
　
　
　
　
　午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　夏

　季

　
　（５
月
〜
10
月
）
浪
岡
総
合
公
園
多
目
的
広
場

　冬

　季

　
　（11
月
〜
４
月
）
浪
岡
中
央
公
民
館
屋
内
運
動
場

　事
務
局

　
　池
内

　秀
弘

　電

　話

　
　０
１
７
２
（
６
２
）
６
２
５
３

　会

　費

　
　年
２
０
０
０
円

（
編
集
委
員

　三
浦
良
子
）

貸出の問い合せ先　青森県長寿社会振興センター　017－777－6311
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

　雨
の
た
め
、
７
月
事
業
の
七
戸
紅
白
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
代
替
事
業
は
流
れ
た
。
そ

の
後
、
日
程
調
整
つ
か
ず
「
自
己
活
動
」
に

返
し
た
。

　８
月
は
、
お
盆
の
月
で
無
事
業
と
し
て
い

る
。
９
月
11
日（
日
）、
県
文
化
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
十
和
田
地
区
有
志
で
三
本
木
音
頭

を
披
露
し
て
大
拍
手
を
受
け
た
。
次
に
９
月
27
日（
火
）の
健
康
ア
ッ
プ
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
天
候
不
順
で
流
れ
た
結
果
か
ら
緊
急
運
営
委
員
会
を
召
集
し

て
事
業
調
整
そ
の
他
を
充
分
討
議
を
し
て
今
後
の
日
程
を
決
め
た
。

　10
月
13
日（
木
）、
野
辺
地
公
民
館
で
ホ
タ
テ
料
理
教
室
を
荒
川
麗
子
講
師
で

実
施
し
ま
す
。
10
月
18
日（
火
）、
健
康
ア
ッ
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
六
戸
総

合
運
動
公
園
で
実
施
予
定
（
小
雨
決
行
）。
12
月
８
日（
木
）、
健
康
ア
ッ
プ
ユ

ニ
カ
ー
ル
を
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
で
実
施
予
定
と
な
っ
た
こ
と
を
会
員
に
配
布

し
て
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。

　健
全
な
身
体
維
持
は
食
生
活
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
ゆ
と
り
あ
る
計
画
で
適

度
な
運
動
と
見
聞
を
広
く
「
脳
活
」
を
高
め
る
た
め
継
続
す
る
こ
と
が
健
寿
に

結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。
支
部
事
業
や
地
域
活
動
等
々
に
ど
ん
ど
ん
参
画
し

て
、
仲
間
と
一
層
絆
を
深
め
自
己
充
実
を
図
り
、
毎
日
楽
し
い
生
き
生
き
人
生

で
長
寿
路
へ
共
に
歩
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

▼
上
十
三
支
部

ゲ
リ
ラ
豪
雨

　
事
業
を
流
す

館
内
を
巡
る
。
部
屋
、
区
画
毎
に
段
差
が
あ

り
、
太
宰
に
は
家
の
中
で
も
上
が
る
こ
と
の
で

き
な
い
段
差
が
あ
っ
た
と
い
う
説
明
を
聞
く
。

太
宰
は
兄
弟
の
間
に
も
厳
然
と
存
在
す
る
身
分

の
差
を
実
感
し
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
蔵
を
利

用
し
た
展
示
室
で
、
太
宰
が
生
前
使
用
し
て
い

た
執
筆
用
具
・
直
筆
原
稿
・
書
簡
な
ど
を
見
学

し
た
。

　続
い
て
津
軽
三
味
線
会
館
に
向
か
う
。
腕
の

立
つ
若
手
の
奏
者
が
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、

聞
か
せ
所
が
わ
か
る
よ
う
な
演
奏
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
結
構
楽
し
め
た
。

　参
加
者
の
中
に
は
太
宰
疎
開
の
家
や
雲
祥
寺
な
ど
の
方
に
足
を
の
ば
す
人
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
か
っ
た
と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

　稲
垣
温
泉
で
は
運
営
委
員
の
栗
林
さ
ん
主
導
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
黒
石
よ
さ
れ
・
ど
だ
れ
ば
ち
・
お
父
さ
ん
の
タ
ン
ゴ
な
ど
を
有
志
が
踊

り
、
座
を
賑
わ
す
。
こ
れ
は
９
月
の
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
出
し
物
の

練
習
に
も
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　７
月
19
日
、
45
名
の
会
員
が
稲
垣
温
泉
ホ
テ
ル
の
送
迎
バ
ス
に
乗
り
、
五
所

川
原
市
金
木
町
へ
向
か
う
。
金
木
町
で
は
自
由
行
動
の
時
間
を
と
っ
た
。

　参
加
者
の
約
半
数
は
、
斜
陽
館
に
入
館
し
、
案
内
人
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

▼
津
軽
支
部

太
宰
の
生
ま
れ
た
町
を
訪
ね
る

　明
る
い
長
寿
社
会
を
め
ざ
す
、
あ

す
な
ろ
友
の
会
西
北
五
支
部
（
鈴
木

喜
代
三
郎
支
部
長
）
は
、
５
月
27
日

（
金
）会
員
23
名
が
、
大
鰐
町
の
茶
臼

山
公
園
の
つ
つ
じ
祭
り
を
見
物
し
、

同
町
の
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
入
浴

後
、
洋
食
マ
ナ
ー
を
習
い
な
が
ら
楽

し
い
食
事
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　会
員
の
田
村
は
き
え
さ
ん
（
77
）
は
「
生
ま
れ
て
初
め
て
の
豪
華
な
食
事
会

で
し
た
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

　
　
　
　（
西
北
五
支
部

　鈴
木
喜
代
三
郎
）

▼
西
北
五
支
部

つ
つ
じ
祭
り
と
洋
食
マ
ナ
ー
に
参
加
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　青
森
支
部
の
７
月
行
事
は
三
沢
地
区
の
寺
山
修
司
記
念
館
と
航
空
科
学
館
見
学
で
し
た
。

　参
加
者
77
名
は
２
台
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
青
森
駅
前
Ａ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
前
を
出
発
。
途
中
、

道
の
駅
小
川
原
湖
に
て
ト
イ
レ
休
憩
を
し
、
先
ず
寺
山
修
司
記
念
館
「
テ
ラ
ヤ
マ
・
ワ
ー
ル

ド
」
へ
。
学
芸
員
の
説
明
の
後
、
館
内
を
自
由
見
学
、
寺
山
演
劇
や
映
画
の
劇
的
空
間
が

る

一
種
独
特
の
雰
囲
気
の
な
か
を
見
学
。
俳
句
、
短
歌
、
映
画
等
々
、

多
彩
な
活
躍
を
11
の
机
の
引
き
出
し
に
詰
め
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

引
き
出
し
を
覗
く…

…

。

　次
の
三
沢
航
空
科
学
館
、科
学
ゾ
ー
ン
で
は
月
の
重
力
疑
似
体
験
、風

洞
実
験
等
で
童
心
に
還
り
、航
空
ゾ
ー
ン
で
は
Ｙ
Ｓ―

11
や
ミ
ス
・
ビ
ー

ド
ル
号
を
目
の
前
に
感
動
し
、
特
別
企
画
展
の
十
和
田
湖
湖
底
よ
り

引
き
揚
げ
ら
れ
た
、
旧
日
本
陸
軍
の
一
式
双
発
高
等
練
習
機
・
ゼ
ロ
戦

を
見
学
。
当
時
世
界
の
戦
闘
員
に
怖
れ
ら
れ
た
雄
姿
に
目
を
見
張
る
。

　12
時
を
過
ぎ
て
会
食
会
場
の
東
北
温
泉
到
着
。
世
界
で
も
数
少
な
い

日
本
一
黒
い
と
言
わ
れ
る
お
湯
に
浸
か
り
、
黒
い
お
で
ん
を
食
べ
、
帰
り

は
皆
黒
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
美
肌
効
果
の
あ

る「
美
人
の
湯
」だ
け
に
、全
員
若
返
っ
て
？
帰
着
。
８
月
行
事
で
の
再

会
を
約
束
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。   

（
青
森
支
部

　風
晴

　貢
）

▼
青
森
支
部

新
緑
の
奥
入
瀬
渓
流
散
策

三
沢
地
区
を
探
訪

　６
月
24
日
、
１
３
７
名
の
参
加
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
５
台
に
分
乗

し
奥
入
瀬
渓
流
に
向
か
っ
た
。車
中
は
、会
員
同
士
に
よ
る
近
況

報
告
と
か
、
旅
行
の
期
待
な
ど
ま
る
で
多
元
放
送
。
酸
ヶ
湯
を

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
休
憩
。
時
折
、
緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
て

石
ヶ
戸
に
到
着
し
た
。
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
、
め
い
め
い
傘

を
さ
し
た
り
、
合
羽
を
か
ぶ
っ
た
り
。
こ
こ
か
ら
は
、
Ａ
雲
井
の

滝
ま
で
60
分
歩
く
コ
ー
ス
。
Ｂ
馬
門
岩
ま
で
30
分
歩
く
コ
ー

ス
。
Ｃ
バ
ス
で
景
色
を
楽
し
む
コ
ー
ス
と
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
動
し
た
。
雨
に
洗

わ
れ
た
新
緑
を
愛
で
、
全
員
目
的
地
到
着
後
ホ
テ
ル
へ
。
玄
関
前
で
写
真
撮
影
し
、
猿
倉
か
ら

引
い
た
温
泉
に
浸
り
、
お
料
理
に
舌
つ
づ
み
。
雨
も
晴
れ
上
が
り
、
今
回
は
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
風
に

Ｓ
Ｋ
Ｏ
（
食
事
・
景
色
・
温
泉
）
が
良
か
っ
た
小
旅
行
で
し
た
。
（
青
森
支
部

　對
馬
明
帆
）

▼
下
北
支
部

ジ
オ
サ
イ
ト
探
索

　
ぐ
る
り
ん
下
北

　下
北
は
見
ど
こ
ろ
、
新
鮮
な
魚
介
類
が
満
載
だ
！
見

て
良
し
、
食
べ
て
良
し
の
理
由
は
大
地
に
隠
さ
れ
て
い

る
。
７
月
11
日
（
月
）、
大
地
に
親
し
み
、
大
地
に
触

れ
、
大
地
の
特
長
を
知
る
「
ジ
オ
サ
イ
ト
」
巡
り
と
洒

落
こ
ん
だ
。

　ジ
オ
サ
イ
ト
と
は
、
特
徴
的
な
大
地
や
地
層
・
資
源

の
場
所
を
指
す
言
葉
で
、
下
北
に
は
、
特
徴
的
な
大
地

や
地
質
資
源
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
存
在
し
て
い
る
。

　下
北
の
西
の
玄
関
口
脇
野
沢
へ
、「
野
猿
公
園
」
で

北
限
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生
態
を
観
察
、
海
峡
ラ
イ
ン
経

由
で
野
平
高
原
へ
、「
縫
道
石
山
」
を
横
目
に
佐
井
村

仏
ヶ
浦
へ
、
風
雪
激
し
い
津
軽
海
峡
の
荒
波
が
削
り
上

げ
た
大
自
然
の
造
形
、
白
緑
色
凝
灰
岩
の
奇
岩
が
２
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
連
な
る
岩
の
数
々
、
自
然
が
織
り
な
す
造
形
美
を
堪
能
。
思
い
切
っ

て
標
高
差
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
険
し
い
遊
歩
道
を
お
り
て
、
仏
ヶ
浦
の
自
然
が
生
み
出
し
た
奇

跡
、
波
と
風
が
作
り
上
げ
た
奇
岩
、
如
来
の
首
・
五
百
羅
漢
・
屏
風
岩
等
を
見
な
が
ら
極
楽

浜
ま
で
探
索
、
仏
ヶ
浦
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
極
楽
浄
土
の
浜
で
別
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う

な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た
。

　福
浦
の
「
ぬ
い
ど
う
食
堂
」
で
、
そ
の
日
の
朝
、
採
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
イ
ク
ラ
・
ウ

ニ
・
ア
ワ
ビ
な
ど
を
豪
快
に
盛
り
付
け
た
「
歌
舞
伎
丼
」
を
昼
食
に
。
男
女
が
抱
き
合
う
様
子

と
伝
え
ら
れ
る
二
つ
の
巨
大
な
岩
、
神
の
岩
山
と
し
て
祀
ら
れ
、
信
仰
さ
れ
て
き
た
「
願
掛

岩
」
に
願
を
掛
け
（
願
い
を
掛
け
れ
ば
必
ず
叶
え
ら
れ
る
神
秘
の
大
岩
）、
記
念
撮
影
後
、「
海

峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
津
軽
海
峡
ア
ル
サ
ス
）」
で
買
い
物
。
続
い
て
国
道
３
３
８
号
を
、
本
州

最
北
の
旅
情
あ
ふ
れ
る
最
果
て
の
町
大
間
へ
。
本
州
最
北
端
の
地
大
間
で
弁
天
島
・
汐
首

崎
・
渡
島
半
島
峰
を
望
み
、
国
道
２
７
９
号
を
風
間
浦
村
下
風
呂
へ
。
潮
騒
聞
こ
え
る
海
峡

の
温
泉
、
下
風
呂
温
泉
、
大
間
鉄
道
ア
ー
チ
橋
「
メ
モ
リ
ア
ル
ロ
ー
ド
」
で
足
湯
に
浸
か
り

な
が
ら
、
津
軽
海
峡
や
恵
山
崎
を
望
み
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
「
ま
さ
か
り
」
の
大
地
、

豊
か
な
自
然
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）
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氏　　名　　相馬　美智子　（そうま　みちこ）
略　　歴　　・生まれも育ちも弘前市
　　　　　　・高校卒業後、上京し歯科医院に勤務しながら歯科衛生士養成
　　　　　　　校を卒業。３年後、Uターンして弘前市内の歯科医院に勤務
　　　　　　・現在、母子・地域・介護予防と歯科保健活動をしながら、週
　　　　　　　末は、上記とは別の歯科医院に非常勤で従事している。
役　　歴　　平成12年４月から現在まで　青森県歯科衛生士会理事青森県歯科衛生士会

〒030-0811　青森市青柳1丁目3-11
　青森県歯科医師会館内

「私たちは
　皆さんが お口から
　元気になっていただく
　お手伝いをします」

・長寿社会振興センターさんのお仕事で、県内各地へ伺う機会をいただいています。方向音痴
　ですが、活動範囲は広いほうです。

　こ
ん
に
ち
は
、
歯
科
衛
生
士
の
相
馬
で

す
。
第
１
回
の
テ
ー
マ
は「
お
口
の
健
康
は

な
ぜ
大
事
？
」で
し
た
。
い
き
い
き
と
し
た

暮
ら
し
は
、お
口
の
健
康
か
ら
始
ま
る
こ
と

に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

特
に
お
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
は
、人
間
の
尊

厳
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、非
常
持
ち
出
し

袋
に
歯
ブ
ラ
シ
を
入
れ
て
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
？

　さ
て
、今
回
は「
お
口
の
健
康
」に
も
っ
と

も
必
要
な
「
唾
液
の
働
き
と
は
？
」
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

　健
康
な
状
態
で
は
意
識
さ
れ
る
こ
と
が

な
い「
唾
液
」で
す
が
、「
い
の
ち
の
水
」と
例

え
る
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ほ
ど
私
達
に

必
要
な
も
の
な
の
で
す
。

　「唾
液
」
は
汗
や
涙
の
よ
う
に
体
液
の
一

つ
で
、血
液
か
ら
造
ら
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

自
然
に
飲
み
込
ん
で
い
ま
す
が
、安
静
時
に

毎
分
約
0.3
㎖
分
泌
さ
れ
、
寝
て
い
る
間
は

３
分
の
１
に
減
り
、よ
く
噛
ん
で
食
べ
た
時

は
約
10
倍
出
る
と
さ
れ
ま
す
。
１
日
で
は
、

約
1.0
〜
1.5
ℓ
が
口
の
中
に
出
て
い
ま
す
。

主
に
サ
ラ
サ
ラ
唾
液
・
ネ
バ
ネ
バ
唾
液
で

す
が
、お
口
の
機
能
低
下
や
不
衛
生
に
よ
る

泡
々
唾
液
・
ド
ロ
ド
ロ
唾
液
は
ム
セ
や
窒

息
を
招
い
た
り
し
ま
す
。

　分
泌
量
等
は
個
人
差
が
あ
り
、
生
活
環

境
、
健
康
状
態
、
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、服
用
し
て
い
る
お
薬
の
副
作
用
と
関
連

し
ま
す
の
で
、心
配
な
時
は
主
治
医
や
歯
科

医
師
、薬
剤
師
さ
ん
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　「唾
液
の
働
き
」は
、デ
ン
プ
ン
を
分
解
し

て
、
胃
で
の
消
化
を
助
け
る（
消
化
作
用
）、

口
の
中
を
き
れ
い
に
す
る
（
自
浄
作
用
）、

食
べ
物
の
酸
や
ア
ル
カ
リ
を
中
性
に
す
る

（
緩
衝
か
ん
し
ょ
う
作
用
）、
口
の
中
に
侵
入
し
て

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
病
原
菌
の
増
殖
を
抑
え

る（
抗
菌
作
用
）、む
し
歯
に
な
り
か
け
た
歯

を
も
と
に
戻
す（
再
石
灰
化
作
用
）、食
べ
物

を
柔
ら
か
く
し
て
飲
み
込
み
や
す
く
し
た

り
、
発
音
を
滑
ら
か
に
す
る（
円
滑
作
用
）、

食
べ
物
か
ら
味
成
分
を
と
か
し
て
、
味
蕾

で
味
を
感
じ
さ
せ
る（
味
覚
発
現
作
用
）、歯

や
歯
肉
を
護
る（
保
護
作
用
）な
ど
、「
唾
液
」

が
あ
る
か
ら「
口
の
働
き
」が
で
き
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
に
、活
性
酸
素
を
分
解
す
る
ベ

ル
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
や
老
化
を
抑
え
る
パ
ロ

チ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
も
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、自
分
の
身
体
か
ら
出
て
自
分
の
身
体

を
癒
す
「
い
の
ち
の
水
」
を
ち
ゃ
ん
と
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　よ
く
噛
む
こ
と
で
多
く
出
て
き
ま
す
が
、

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
お
口
の
体
操
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
唾
液
を
出
や
す
く
し
ま

し
ょ
う
。
お
風
呂
で
行
う
の
も
効
果
的
で

す
。　次

回
は
、「
い
の
ち
の
入
り
口
・
心
の
出

口
」で
あ
る
お
口
を
清
潔
に
す
る
方
法
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

耳下腺

顎下腺舌下腺

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

耳下腺 顎下腺 舌下腺

17



ヨーグルトみそ汁
汁物（野菜多め）

材料（１人分）

作 り 方

大根…………………………………3cm（60g）

にんじん……………………………2cm（20g）

高野豆腐（細切り）…………………………5g

長ねぎ……………………………… 2cm（5g）

みそ…………………………………… 小さじ 1

プレーンヨーグルト………………… 小さじ 1

だし汁

熱湯…………………………………… 150ml

かつお節……………………………………5g

エネルギー 61 kcal
たんぱく質 3.9 g
脂質 2.3 g

カルシウム 68 mg
鉄 0.8 mg
食塩相当量 0.7 g

１．茶こしにかつお節を入れ、熱湯をゆっくり注いでだし

汁を作る。

２．大根、にんじんは食べやすい大きさに切り、高野豆腐

を加えて１のだし汁で煮る。

３．野菜がやわらかくなったら、小口切りにした長ねぎを

加えて合わせておいたみそとヨーグルトを加えて溶

かす。
１人分の
栄養量

材料（１人分）

作 り 方

ごはん…………………………………… 100g 
長ねぎ……………………………1/2 本（50g）
小松菜……………………………1/5 袋（40g）
にんじん……………………………2cm（20g）
卵………………………………………… 1/2 個
ハム…………………………………1枚（10g）
しらす干し………………… 大さじ 1/2（8g）
干しえび…………………… 大さじ 1/2（8g）
ごま油……………………………… 小さじ 1/2
塩………………………………… 少々（0.2g）
こしょう…………………………………… 少々

エネルギー 298 kcal
たんぱく質 15.6 g
脂質 5.9 g

カルシウム 283 mg
鉄 2.0 mg
食塩相当量 1.1 g

１．野菜は細かく切る。しらす干しと干しえびは熱湯を通

しておく。

２．卵を割りほぐしパラパラに炒める。

３．１の野菜をごま油で炒め、２の卵と細かく切ったハム

を加えて炒める。

４．３にごはんを入れて炒め、塩、こしょうで味を調え、し

らす干しと干しえびを加えて混ぜ合わせる。
１人分の
栄養量

カラフルチャーハン
主食（鉄分多め）

ヘルスアップヘルスアップヘルスアップヘルスアップ CookingCookingCookingCooking
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アドバイス

×

※

薬の包装シートの誤飲に注意を！

▼

19



Ｎ 41°00′00″Ｎ 41°00′00″

（概念図）
☆16　　　25m☆

十三湖

愛の湧水
（山田川）

愛の湧水
（岩木川）

（和気あいあい）

こと座・ベガ
（織姫星）25 光年わし座・アルタイル

（彦星）16.7光年

青森、
アップル、エース

I

W K

I

A

十三湖遠景
「青い鳥」の形状をした十三湖

目玉の部分は中の島
「青い鳥」の形状をした十三湖

目玉の部分は中の島

岩
木
川
河
口
↓

岩
木
川
河
口
↓

山
田
川
河
口
↓

山
田
川
河
口
↓

　岩木山
（十三湖中心部より41キロ）
　岩木山
（十三湖中心部より41キロ）

↓↓

北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力

第２回 山「 木 山出るきき愛の湧湧愛の湧き出る愛の湧き出る山山山「「 木木岩 木岩岩 木木 山山」山山」愛の湧き出る山「岩 木 山」愛の湧き出る山「岩 木 山」

　津
軽
富
士
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
一
千
六
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
岩
木
山

が
、満
目
の
水
田
の
尽
き
る
と
こ
ろ
に
、ふ
は
り
と
浮
ん
で
ゐ
る
。
実
際
、

軽
く
浮
ん
で
ゐ
る
感
じ
な
の
で
あ
る
。

　し
た
た
る
ほ
ど
真
蒼
で
、富
士
山
よ
り
も
つ
と
女
ら
し
く
、十
二
単
衣

の
裾
を
、銀
杏
の
葉
を
さ
か
さ
に
立
て
た
や
う
に
ぱ
ら
り
と
ひ
ら
い
て

左
右
の
均
斉
も
正
し
く
、静
か
に
青
空
に
浮
ん
で
ゐ
る
。
決
し
て
高
い

山
で
は
な
い
が
、け
れ
ど
も
、な
か
な
か
、透
き
と
ほ
る
く
ら
ゐ
に
嬋
娟

た
る
美
女
で
は
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（太
宰
治
「
津
軽
」
よ
り
抜
粋
）

　
　〈
七
夕
伝
説
〉

　昔
中
国
の
天
帝
に
機
織
り
に
専
念
す
る
一
人
娘
「
織
女
＝
和
名
・
織

姫
」が
お
り
、年
頃
な
の
で
真
面
目
な
青
年「
牽
牛
＝
和
名
・
彦
星
」を
世

話
し
た
と
こ
ろ
、二
人
は
熱
愛
で
仕
事
放
棄
状
態
に
な
っ
た
。

　怒
っ
た
天
帝
は
、二
人
を
天
の
川
を
隔
て
て
分
け
て
し
ま
っ
た
が
、

織
女
が
泣
き
暮
れ
る
ば
か
り
に
な
っ
た
た
め
、７
月
７
日
に
限
り
面
会

を
許
す
こ
と
と
し
た
。
晴
天
な
ら
ば
沢
山
の
鵲
が
飛
来
し
、二
人
の
た

め
に
橋
を
か
け
て
く
れ
る
が
、雨
天
な
ら
ば
水
か
さ
が
増
し
て
デ
ー
ト

は
一
年
先
に
な
る
。

　人
々
は
気
の
毒
に
思
い
、当
日
の
晴
天
と
共
に
裁
縫
、書
道
の
上
達
等

を
祈
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　日
本
に
は
宮
中
行
事
と
し
て
伝
来
。
江
戸
時
代
に
は
短
冊
に
願
い
事

を
記
し
て
笹
竹
に
飾
る
、夏
の
民
間
行
事
と
し
て
広
ま
っ
た
。

　「ね
ぶ
た
」「
ね
ぷ
た
」に
大
書
さ
れ
る「
雲
漢
」と
は「
天
の
川
」の
こ
と

で
、今
で
は
各
地
の
夏
祭
り
の
多
く
は
七
夕
由
来
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
　
　ま
ん
も
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
さ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　せ
ん
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
さ
さ
ぎ

※

参
考

　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学校卒業後、
　　　　　ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送局に勤務。
　　　　　平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、平成10年に「みやこ
　うた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」会長の他、ＮＨＫ文化セン
　ター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこうた教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
　湊　望（みなと　ほまれ）

　青
森
県
最
高
峰
の
岩
木
山
は
、白
神
山
地
・
津
軽
国
定
公
園
に
あ

る
秀
峰
・
霊
峰
で
す
。「
数
々
の
恵
み
を
も
た
ら
す
守
り
神
」。
人
々

は
敬
愛
の
気
持
ち
を
込
め
て
、こ
の
山
を「
お
山
」と
呼
ん
で
お
り
、

収
穫
感
謝
の「
お
山
参
詣
」は
有
名
で
す
。

　「岩
木
山

　お
ら
ほ
か
ら
見
る
の
一
番
さ
」

　太
宰
治
は
故
郷
・
金
木
か
ら
眺
め
る
岩
木
山
に
心
を
奪
わ
れ
、

小
説「
津
軽
」に
下
記
の
名
文
を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
文
章
に
従
い
、

岩
木
山
の
高
さ
を
左
右
の
均
斉
も
正
し
く
分
け
る
と
、次
の
事
実

が
分
か
り
ま
す
。

①
「
16
」「
25
」
は
足
す
と
「
41
」。
こ
れ
は
「
北
緯
41
度
＝
し
あ
わ

せ
い
っ
ぱ
い
」を
意
味
し
ま
す
。

②「
１
と
６
」「
２
と
５
」を
そ
れ
ぞ
れ
足
す
と
ど
ち
ら
も「
７
」で
、

こ
れ
は
７
月
７
日
、即
ち
岩
木
山
が「
七
夕
の
山
」で
あ
る
こ
と
を
示

し
ま
す
。

③
岩
木
は
ロ
ー
マ
字
で
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ
、即
ち「
Ｉ（
愛
）が
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ

（
湧
き
）」出
る
と
書
き
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、七
夕
の「
熱
愛
物
語
」で
す
。

④
岩
木
山
上
空
の
左
側
に「
Ｗ
＝
わ
し
座
・
彦
星
」、右
側
に「
Ｋ
＝

こ
と
座
・
織
姫
星
」が
輝
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
概
念
図
参
照
）

⑤
こ
の
二
星
の
地
球
か
ら
の
距
離
は
、彦
星（
ア
ル
タ
イ
ル
）が

16
・
７
光
年
、織
姫
星（
ベ
ガ
）は
25
光
年
で
、「
16
」「
25
」と
呼
応
し

た
数
字
に
な
り
ま
す
。

⑥
概
念
図
山
頂
の「
Ａ
」は「
青
森
、ア
ッ
プ
ル
、エ
ー
ス
」の
略
字
。

岩
木
山
は
こ
れ
ら
の
象
徴
で
す
。

⑦
山
の
両
脇
の「
Ｉ（
愛
）の
湧
き
水
」は
、そ
れ
ぞ
れ
岩
木
川
・
山
田

川
と
な
っ
て
津
軽
平
野
を
北
上
、十
三
湖
で
仲
良
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

山
頂
と
十
三
湖
中
心
部
と
の
距
離
も「
41
キ
ロ
」あ
り
ま
す
。

⑧
山
の
両
脇
の
２
つ
の
Ｉ
は「
和
気
あ
い
あ
い
」を
も
意
味
し
ま
す
。

　岩
木
山
は「
愛
」に
満
ち
溢
れ
た
山
な
の
で
す
。

　
　お
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・

　
・　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
イ
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182 ㎜

14 ㎜

14 ㎜

19.5 ㎜

■
タ
テ
の
カ
ギ
■

１
．じ
ゃ
ま
に
な
る
、手
に
余
る

２
．お
尻
の
こ
と

３
．短
刀
、ナ
イ
フ

６
．ぼ
や
く
こ
と

７
．日
中
、ご
飯
を
入
れ
て
お
く
木
の
桶

９
．若
い
お
父
さ
ん
の
こ
と

■ヨコのカギ■
１．「かかと」のこと

４．座ること…「◯◯る」

５．独楽（こま）、回して遊ぶ木の
おもちゃ

７．「育つ、成長する」こと、別な
言い方では「おがる」

８．肩さ、湿布を…

９．梅雨時、生ものが◯◯◯

10．お友達のこと

■
タ
テ
の
カ
ギ
■

２
．ね
ぷ
た
の
通
は
、後
ろ
の
こ
の
絵
を
見
で

楽
し
む
の
さ

３
．机
の「
◯
◯
◯
」に
、膝
を
ぶ
つ
け
れ
ば
痛

え
〜
よ
〜

４
．標
準
語
で
言
え
ば「
ふ
く
ら
は
ぎ
」の
こ

と
。
蛇
で
な
い
よ

６
．リ
ン
ゴ
の
皮
を
む
く
、壁
の
紙
を
は
が
す

こ
と

■ヨコのカギ■
１．赤ちゃんをあまり元気よく
あやすと、これを起こす

３．ブランコなどに長く乗って
いると疲れるので交互に乗
ること

５．雪片づけをすると、ここが痛
くなる人も…

６．無茶苦茶早く、準備にとりか
かること

７．お友達のこと

♪

1 2 3

4

5 6

9

10

7

8

３

1 2

3 4

5 6

7

３

12

34

56

7

123

4

56

9

10

7

8

21



　今年も早いものでもう10月！この間まで、暑いと言っていたのが嘘のようで、めっきり涼しくなってきました。秋は
「スポーツの秋」、「芸術の秋」、「読書の秋」などと言われますが、私はもちろん「食欲の秋」！ 果物が好きなのですが、
特に柿が大好きです。柿はむくみ改善や二日酔い防止に効果的だそうですよ。（聖）

いたのが嘘のようで、めっきり涼しくなってきました。秋は
すが、私はもちろん「食欲の秋」！ 果物が好きなのですが、
果的だそうですよ。（聖）

　今年も早いものでもう10月
「スポーツの秋」、「芸術の秋」、
特に柿が大好きです。柿はむ

月！この間まで、暑いと言ってい
、「読書の秋」などと言われます
むくみ改善や二日酔い防止に効果

〝

〞

―

22



県民福祉プラザご利用の案内

アスパム

●県庁
●青森県
教育会館

国　道←弘前 浅虫→

●市役所

ハローワーク
青森●

●ポリテク
センター青森

アピオあおもり●

青森市総合●
福祉センター

●浦町小学校
●NTT

平和　
　公園

中
央
大
橋

青
森
駅

観
光
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　十
和
田
湖
↓

N

県民福祉プラザ

県民福祉プラザ第二駐車場県民福祉プラザ第二駐車場

案　内　図

働く女性の家前
バス停

●働く
　女性の家

県民福祉プラザ前
バス停

●中央環状線「県民福祉プラザ前」下車
●ＪＲ青森駅前４番線のりばから 市民病院行き、青森
公立大学行き、横内環状線、問屋町行き、大野浜田
環状線、朝日放送行き １５分、「働く女性の家前」
下車、徒歩1分

●国道４号線「市役所前」、「ＮＴＴ前」下車、徒歩１０分
●ＪＲ青森駅前より約１０分

市営バス

タクシー

交通機関

お問い合わせ 県民福祉プラザ
〒030-0822　青森市中央３丁目20番30号
Tel : 017-777-6311   Fax : 017-735-1160

も
う
す
ぐ
秋
の
き
の
こ
採
り
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
す
。
遭
難
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、安
全
に
き
の
こ

採
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

も
う
す
ぐ
秋
の
き
の
こ
採
り
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
す
。
遭
難
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、安
全
に
き
の
こ

採
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

入
山
前

①
家
族
に
行
き
先
、
帰
宅
時
間
を
知
ら

せ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

②
携
帯
食
や
雨
具
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を

携
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
目
立
つ
色
の
服
装
、
寒
さ
に
備
え
た

服
装
で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

④
出
来
る
だ
け
２
人
以
上
で
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

入
山
時

①
山
で
は
入
山
場
所
の
地
形
を
確
か

め
、
大
木
な
ど
目
標
物
を
定
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

②
岸
や
急
斜
面
な
ど
の
危
険
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

③
早
め
の
下
山
に
心
が
け
、
午
後
３
時

に
は
下
山
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
迷
っ
た
ら

①
歩
き
回
ら
ず
、
大
木
の
陰
や
岩
陰
で

風
を
防
ぎ
、
火
を
焚
く
な
ど
し
て
救

助
隊
の
助
け
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

②
捜
索
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞

こ
え
た
ら
、
広
い
場
所
で
タ
オ
ル
な

ど
を
振
っ
て
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。

発煙筒

非常食

   鏡
反射光により自分の位置を
知らせることができます。

方位磁石

笛

防寒具

携帯電話

携帯ラジオ

薬

発煙筒 ライター

キズ軟膏

平
成
28年

10月
31日

発
行

発
行
者
　
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー

編集・発行　青森県長寿社会振興センター
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